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教育・研究報告

新しい統計教育をめざして
─オープンデータとオープンソースを利用して─

橋　本　紀　子＊、荒　木　孝　治＊＊

1 ．日本における統計教育
　日本の小学校・中学校・高等学校で学ぶ教科の内容は、概ね10年おきに改訂が行われる学

習指導要領で決められる。2002年度より実施されている現行の指導要領は、1980年代に始ま

ったゆとり教育をめざす 3 回目の改訂にあたる。生きる力の育成を目標とし、完全週休 2 日

制の実施による大幅な時間数減に対応するため、全ての科目においてその教科内容をそれ以

前より 3 割減じた。これに対応するため、「算数・数学」で教えられる統計学に係わる内容は

とりわけ大きく削減された。この結果、児童・生徒が高校卒業までに学ぶ統計関連の学習内

容は、小学校 3 ～ 5 年でいくつかのグラフ、 6 年で算術平均、中学校 2 年で確率の基礎だけ

となった1。理系の大学生であっても、たとえば、データがばらつくこと、データがどのよう

に分布するかといった、データの特徴を読み取っていく際に基本となる知識を高校卒業時ま

でに学んでいない場合がほとんどである。

　高度情報社会において、統計知識は誰にでも必要な、生きていく上で不可欠の基礎知識で

ある。また他国の動向を見ても、上記のような統計学を始めとする科学教育の軽視は日本以

外には見られない（深澤他（2007））。グローバル化が進む中、世界に逆行していると言わざ

るを得ない教育内容で人材育成を果たせるのか、国際競争力を維持できるのか、危惧される。

　その影響が憂慮されていたところ、2003年以降に公開された学習到達度に関する複数の国

際比較調査で、日本の児童・生徒の学力が数学や科学（理科）だけに限らず、読解力におい

ても下落していることが明らかになった2。報道の結果、世論がゆとり教育に大きく批判的に

動いたため、文部科学省および中央教育審議会は、その教育方針を見直さざるを得なくなっ
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 1 高校では、数学基礎、数学 A、数学 B、数学 C に統計学関連項目が置かれている。しかし、数学基礎
の採択率は非常に低く、全体の 2 ％にしか過ぎない。また、数学 B、数学 C はいずれも生徒による項目
選択が行われるため、統計に関連する項目が選択されることは非常に少ない （数学 B で 7 ％、数学 C で
1 ％）。結果として、高校で統計関連項目を学習する生徒はほとんどいない。

 2 大きく報道された結果に、OECD加盟国の15歳を対象に 3 年おきに行われる学習到達度調査（PISA）、
国際教育到達度評価学会（IEA）による、小学校 4 年と中学校 2 年を対象とした国際数学・理科教育動
向調査（TIMSS）の結果がある。それぞれの2003年の結果は http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/
001/04120101.htm、http://www.nier.go.jp/timss/2007/index.html で閲覧可能である。なお、URL は
2011年 2 月現在のものである（以下同様）。
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た。その結果、学習時間の増加、読解力や科学（算数・数学、理科）重視のカリキュラムの

検討が30年ぶりに行われた。

　2008年 3 月に発表された新指導要領では、小学校の算数で「数量関係」、中学校の数学で

「資料の活用」として統計学に関する学習内容や時間数が大きく増えることになった3。また、

初めてコンピュータの活用が前面に打ち出された。さらに2009年 3 月に発表された高等学校

の新指導要領でも、数学A、数学 Bに加え、高校数学の必履修科目である数学 I に統計に関

する内容である「データの分析」が導入されることとなった。表 1 に小学校から高校までの

統計関連の学習内容をまとめる4。

　今回の改訂により義務教育である小学校、中学校では全学年で、高校でも 1 年次の必履修

科目となった数学 I で統計学の学習機会ができた。高校進学率が約98％に達したことを考え

合わせると、ほぼすべての児童・生徒が10年間にわたり統計学を学ぶことになる。また、数

学 I に盛り込まれたことは、統計学が大学入試センター試験の対象となることを意味してお

り、その影響は大きい。統計学習の機会、内容、時間は、これまでと比べ格段に改善される

ことになる。

　しかしながら、その変更は量的な側面にとどまらない。次節ではこのように統計学が重視

されるに至った社会背景と、統計教育への新たな要請について説明する。

表 1 　新指導要領における小中高における統計学習の内容
小 1 ものの個数を絵や図などを用いて表したり読み取ったりする。
小 2 身の回りにある数量を分類整理し、簡単な表やグラフを用いて表したり読み取ったりする。
小 3 資料を分類整理し、表やグラフを用いて表したり読み取ったりする。棒グラフ。
小 4 目的に応じて資料を集めて分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり、特徴を調べたりす

る（資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べる。折れ線グラフ）。
小 5 目的に応じて資料を集めて分類整理し、特徴を調べる。円グラフや帯グラフ。
小 6 資料の平均や散らばりを調べ、統計的に考察したり表現したりする（資料の平均。度数分布を表す表や

グラフ。具体的な事柄について、起こりえる場合を順序よく整理して調べる）。
中 1 ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解する。ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ

説明する。平均値、中央値、最頻値、相対度数、範囲、階級。
中 2 確率の必要性と意味を理解し、簡単な場合について確率を求める。確率を用いて不確定な事象をとらえ

説明する。
中 3 標本調査の必要性と意味を理解する。簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向をとらえ説明

する。全数調査。
高校 数学Ⅰ［必履修］　データの分析（データの散らばり、データの相関）

数学A［選択］　場合の数と確率（場合の数─数え上げの原則、順列・組合せ─、確率─確率とその基本
的な法則、独立な試行と確率、条件付き確率─）

数学B［選択］　確率分布と統計的な推測（確率分布─確率変数と確率分布、二項分布─、正規分布、統
計的な推測─母集団と標本、統計的な推測の考え─）

 3 また、通常 2 年の準備期間を置くところ、理数科目に関しては 1 年前倒しして開始されるなど重点的
に取り扱われている。

 4 太字は、現行指導要領のもとで小・中学校で学ぶ統計関連項目である。
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2 ．変化の背景とこれからの統計教育に必要なこと
　新しい指導要領では、30年ぶりに全体の学習時間数が増加へと転じた。情報社会における

統計教育の必要性が認められたことから、その学習内容は小中高ともに大幅に増え、統計学

習の機会の不足についてはかなり改善される。しかしながら、今回の改訂は量的な拡充にと

どまらない。また、たとえ時間数が増えカリキュラムが充実したとしても、適切な教育法、

教材の準備が行われなければ効果はあがらない。それでは、どのような学習が必要になるの

だろうか。このことを考えていくため、まず、今回の改定の背景を考えてみる。

　現代社会において、不確実な状況における問題解決能力は今まで以上に重要となっている。

日常的に、たとえ確定的な答えが得られないにしても、問題を設定し、それに応じた資料（デ

ータ）を収集し、分析・処理を行い、情報を読み取ることにより判断を行う力が必要とされ

ている。この力の基礎となるのが統計学である5。

　統計学の知識を身につけることは、単にデータ、数字に強くなるだけではない。不確実な

事象の起こりやすさを表現する力、適切なデータ収集方法や実験・観察に関する知識、得ら

れたデータのまとめ方や表現方法、統計的推測の基礎を身につけることにより、データに基

づく意思決定を行う能力を獲得することを意味している。よって、統計学は、ある現象につ

いて、状況を把握し、何が問題かをみつけ、改善するために何をすればよいか判断するため

の能力の土台となる6。これらの能力は、仕事の場でイノベイティブに創造・開発を行ってい

くためにも必要であるが、それ以前に、責任ある個人として自らの意思を決定し、社会に参

加していく基礎として必要である。論理的に考える力、自分の意見を表現できる力、それら

を総合する形で、目の前の出来事の内容を把握し、その問題点を見出し、解決へと導くこと

ができる力（いわゆる問題解決能力）は、年齢や職業の有無・その分野を問わず必要である。

　このように考えてくると、統計学は、何よりも、問題解決活動のツールとして位置づけら

れ、教育される必要がある7。統計教育では基本的な知識の習得は重要ではあるが、それを単

なる知識として終わらせるのではなく、日々の活動に役立てることが重要である。そのため

には、その知識が社会でどのように役立っているのかを気づかせることが大きな意味を持つ。

このような教育を成功させていくには、今まで以上に、いかに統計を学ばせるかに注意を払

 5 今回の学習指導要領改訂は、言語活動や理数教育の充実に重点を置いた。さらに「思考力・判断力・
表現力等をはぐくむ学習」が重視されたことから、数学・理科の中でも統計教育がとりわけ重視された。

 6 新指導要領では「分かる、できる、面白い、役に立つ」算数・数学教育がめざされ、その方針の一つ
に「数学的な思考力・表現力を育成するために、特に根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えるこ
とや、言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の関連を理解し、それらを適切に用いて問題を解決し
たり、自分の考えをわかりやすく説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったりすること」があ
る。これはまさに統計教育の目指す方向を示している。

 7 新学習指導要領における統計教育は、量的な拡充にとどまらず、その方針が従来の「資料の整理」か
ら「資料の活用」「データの分析」へと質的に変化している。単に与えられたデータをまとめる力だけで
なく、現実の、不確実な現象を統計学的にとらえ、分析に必要な情報を判断して集め、その特徴をまと
め分析し、そこから得られる結果を読み取り、それを問題解決に活かしていくという一連の能力の獲得
が要求されている。
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い、工夫していかなければ十分な成果は得られない。現場での教育が変わらなければ、カリ

キュラムの拡充は絵に描いた餅に過ぎない。

　理科離れ、数学離れが危惧される中、まずは「興味を持たせる」こと、「やる気を起こさせ

る」ことが何よりも重要である。このため、

　• 学習の始めに、その手法はどのように役立つか、何ができるようになるかを知らせる

　• 扱う手法は、合目的的なものに限る

　• 社会に出てからは共同作業が多いので、共同作業の機会を与える

　• 現実のニーズを反映する事例を用いる

などの工夫が必要である。また、実際のデータの利用、ゲーム性をも組み込んだ素材の適用、

デジタル機器あるいはウェブ素材の活用なども学習者の興味を高めるのに有用である。

　統計教育の第一歩は、データを見る目を養うことである。そこでまず統計を学ぶことのお

もしろさを体感できれば、より深く知りたいとの気持ちが生じ、統計学を学ぼうとの意欲が

生まれてくる。そのためには、身近で、興味が持てるデータを、PC を利用して視覚に訴え

ながら、体験的に学ばせる仕組み作りが必要である。また、教師には、教材、そしてそれを

扱うソフトウェア等の準備が必要となる。新指導要領でも「資料の活用」や「データの分析」

の学習において、これまで以上に PCを活用すること、PCを利用しデータを扱う実習が推奨

されている。このような流れを受け、「資料の活用」や「データの分析」を教えるにあたって

の学習教材や授業モデルを急いで用意していく必要がある。

　これらの工夫を実践していくには、教授者（現場）の意識改革が必要であるが、学会や大

学教員が多様な授業支援（教材、モデル授業、授業支援ツールなど）の開発・提供と、それ

らが実際に利用できる環境の整備・補助を行っていくことも必要である。次節では、今後初

等・中等教育における統計教育を立て直し、より活性化していくために必要な教材作りにつ

いて述べる。

3 ．授業支援教材の動向とオープンソースソフトウェアRを用いたソフトウェア開発
　第 2 節では、新学習指導要領の背景にある近年の統計教育の動向についてみた。このよう

な動きに対応する変更は、大学における統計教育でももちろん必要である8。しかし、同時に

次世代を背負っていく人材を育成するために、より基礎となる初等・中等教育における統計

教育の立て直しが何よりも急務である。以下、今、何をなすべきか、どのような教材を作成

し活用していくかに絞って話を進める。

 8 その際には次のような注意が必要である。1）当面の大学生は高校までに統計学をほとんど学んできて
いない（2011年度よりまず小学校で新指導要領が実行に移されるが、充実したカリキュラムで学んでく
る学生が入学してくるのは約10年先である）。2）新しい統計教育の方向性を踏まえなくてはならない。
すなわち、単なる知識理解としての統計学から、実データを用い、実践的なデータ分析ができる、応用
能力を身につけた人材育成を目標とすべきである。
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　今回の改定に応じた学習者の興味を高めるための素材の準備が必要である。たとえば、実

践的なデータ（実データであり、さらに学習者が身近に感じ、興味が持てるデータ）の配布、

さらにはそれらのデータを用いて学ばせる教材やモデル授業の内容の配布が必要である。ま

た、正確に、知らず知らずのうちに統計学の知識を身につけていけるようなソフトウェアの

開発が必要である。統計学習のための支援サイトについては、近年、統計学に関連する省庁

や公共団体、学会などさまざまな団体が開設・拡充している9。代表的なものに

　• 総務省統計局の統計学習サイト（http://www.stat.go.jp/edu/index.htm）、

　• 統計関連学会連合が提供するデータサイト（http://stat.sci.kagoshima-u.ac.jp/̃data/）、

　• 理科ねっとわーくが提供する統計学習総合サイト「科学の道具箱」

　　（http://www.rikanet.jst.go.jp/contents/cp0530/start.html）

　• 日本版センサス＠スクール10（http://census.ism.ac.jp/cas/）、

がある。

　ソフトウェア開発についてもいくつかの提言が行われているが、ここで、筆者らが独自に

開発を行っている、楽しく学習しながら統計学の知識が自然と身につくソフトウェア教材に

ついて紹介する11。我々は、利用するソフトウェアとして、オープンソースのデータ解析環境

である Rを用いることを提案したい。その理由は「オープン性」と「使いやすさ」にある。

　第一に、データ解析用ソフトウェアを利用する場合、学習効果を高めるためには、学校や

職場への導入はもちろんのこと、学習者の自宅にも同様の環境を構築できることが望ましい。

しかしながら、商用のデータ解析用ソフトウェア（SPSSや JMPなど）は一般に高価であり、

学校や企業でこれらを多量に導入したり、さらには個人で購入したりすることは費用の面か

ら難しい。この点、R はフリーソフトウェアであり、無料で利用できることから導入時に費

用の問題が発生しない。学校や企業と同じデータ解析環境を自宅に設定することができ、学

習の効率を高めることができる。また、世界的にも、公的機関や公教育の現場ではオープン

ソースソフトウェアの利用が拡大している。

　フリーソフトというと信頼性や性能が問題になると思われるが、R は世界の第一線の研究

9 今後いっそうの拡充が必要な点もある。たとえば英国統計局のサイト（Stats4Schools、http://www.
stats4schools.gov.uk）と比較すると、現実の大規模データの提供、教員向けの情報提供（たとえば授業
の進め方情報など）が不十分である。

10 イギリス、カナダ、ニュージーランド、オーストラリア、南アフリカ、アメリカ・カリフォルニア州
が参加する生徒参加型データ活用サイトである。アンケートに回答しデータを作成する、自分たちまた
各国の回答結果を用いてさまざまな統計分析を行うことができる（門間（2007）、青山他（2010））。「デ
ータに強くなろう！─情報をしっかり読み取って、問題の解決に役立てよう─」というタイトルで、
小学生また中学生を対象に教育実践を行ったところ、大きな学習効果があることが確認された。（橋本他
（2007、2010a））。なお、「データに強くなろう！─情報をしっかり読み取って、問題の解決に役立てよ
う─」は、平成22年度「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」（日
本学術振興会）採択プロジェクトである（実施代表者：橋本紀子）。

11 R コマンダー上で動くプラグイン RcmdrPlugin.DAToolsforKids（作成者：荒木孝治）は科学研究費
（基盤研究（C）、課題番号19500242、研究代表者：橋本紀子）の成果である。
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者が協力して開発していることから、その性能は高く、さまざまな分析手法を利用できる。

また、開発速度が速く、最新の手法までが短期間で利用できるようになる。さらには、プロ

グラミング言語であることから、目的に応じて自由に機能を拡張でき、一定のルールの下で

その結果を自由に配布できる。これらのことからデータ解析環境として Rを利用することに

より、教育に大きな可能性が広がる12。

　第二に、ユーザビリティの問題も格段に解消されてきている。従来、R の利用には英語準

拠・コマンド入力主体といった障害があったが、日本語化の進展13・Rcmdr（R Commander、

以下 R コマンダーと表記する）といった GUI 環境の充実14により、PC に関する専門的な知

識がなくてもメニュー方式で利用することができるようになってきた。このように見てくる

と、Rを日本の学校教育で利用していく環境は十分整ってきたと考えられる。

　以下、Rの GUI 利用のための拡張パッケージである R コマンダーに、プラグイン15として

統計手法や教育用デモを実装した「RcmdrPlugin.DAToolsforKids」を紹介する16。

　さて、Rコマンダーには図化の手法として、《グラフ》メニューの中に、インデックスプロ

ット、幹葉表示，散布図、散布図行列、条件つき散布図、折れ線グラフ、ドットチャート、

12 R の特徴をまとめておく。1）オープンソースである（ソースコードが公開されており、日々内容に関
するチェック機能が働いている）。2）フリーである（このため不正コピーの問題から解放される。改変
や機能追加した結果を一定のルールの下で再配布できる。学校・職場と同じ環境を自宅に設定すること
ができる）。3）多くの分析手法を利用できる（最新の論文で発表された統計量や分析手法が次々と実装
される）。4）プログラミング言語でもある（定型の分析に限らず、目的に応じ機能を拡張できる）。5）
さまざまな OS（Windows、Mac OS、Linux）で利用できる。6）USB メモリ等でデータ解析環境を持
ち歩ける（会社や学校で、自由にソフトウェアをインストール・更新できない環境であっても、USB メ
モリ等に入れた形で利用が可能である）。

13 2005年 4 月に R 本体の国際化バージョンがリリースされ、日本語化が本格的に進んできた。メッセー
ジの一部やメニューが日本語化され、日本語データの利用も可能となったことから、R を用いたデータ
解析に関する書籍も続々と出版されている。RipWiki（http://www.okada.jp.org/RWiki）には Rに関す
る様々な情報が寄せられている。

14 オリジナルのRは英語版、CUI（Character User Interface）として開発されたため、学習者（児童・
生徒・学生、社会人）に対する敷居が高かった。しかし、メニューやアイコンにより命令を実行するGUI
（Graphical User Interface）化についていくつかパッケージが開発され、GUI 環境で Rを利用すること
が可能となった。中でも、日本語での利用可能性、標準的な教育面で必要な手法の充実ぶり、現時点で
用意されていない手法を独自に拡張できる仕組みの実装から、カナダのMcMaster 大学の J. Fox 教授が
開発した拡張パッケージ Rコマンダーが教育利用での有力な候補となる。

15 R コマンダーは元々、利用者が独自に機能・メニューを追加できるよう設計されていたが、Rコマンダ
ーのバージョン1.3-0以降（2011年 2 月現在は1.6-3）、プラグイン（Plug-In）という機能が新たに追加
され、拡張性が大きく向上した（Fox （2007））。これは Rコマンダーへの機能の追加をパッケージとし
て容易に実現する狙いを持つ。プラグインは、通常のパッケージと同じように、R コマンダーとは独立
した形でインストールすることができ、利用時に R コマンダーの中で起動させればよいという利点を持
つ。

16　現在公開されているプラグインは2011年 2 月現在22個あり、その中にRcmdrPlugin.TeachingDemoが
ある。これは Rコマンダーの教育用パッケージで、Rコマンダーの開発者である Fox 教授により作成さ
れたプラグイン化パッケージである。主に、中心極限定理や大数の法則、信頼区間、検出力、回帰分析、
相関等の確率論・統計学における重要な概念を視覚的に学ぶためのシミュレーション用のパッケージで
あり、データ分析用のパッケージではない。RcmdrPlugin.DAToolsforKids はこの点の拡張を図るもの
である。
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棒グラフ、円グラフ、 3 次元グラフ等の作成が可能である（図 1 ）。しかし、これらの手法

の実装のレベルは、データ分析に十分なものばかりではない。特に、層別（分けて描く）が

できない手法があるのは問題である（層別が可能なのは、散布図、散布図行列、箱ひげ図）。

　荒木はこうした問題を念頭におき、すでに品質管理の分野での利用を目指したプラグイン、

RcmdrPlugin.QCtools を開発してきた（荒木他（2009））。この考え方にならい、従来の機能

で利用できるものは利用し、小中高生が利用するのに適した機能のうち不足するものを Rコ

マンダーのプラグインとして実現する教育用パッケージ RcmdrPlugin.DAToolsforKids の開

発を行った。この際、統計的手法は、現実のデータで実践するとともに役に立つことを体験

させる必要があることから、他の教科（たとえば理科や社会科）でも利用できることを考慮

し、いくつかの機能を追加した17。作成したプラグインのメニューを図 2 に示す18。

　特徴的な機能の実行例を示していく。たとえば兵庫県がどのように高齢化しているか、人

口ピラミッドを用いて視覚的に観察したいとしよう。データを入手し19、csv 形式で保存する

（図 3 ）。R コマンダーの中では図 4 の形で表示・確認することができる。

17 児童や生徒数、天候（気温、降水量など）、人口などさまざまなデータを、国や都道府県あるいは市町
村の web ページから、あるいは海外の大学・研究所が公表するデータベースからダウンロードし、エク
セル等で簡単に加工して読み込むことができる。

18　散布図、散布図行列、条件つき散布図、箱ひげ図は、R コマンダーの機能を、折れ線グラフ、棒グラ
フ、ヒストグラムは、RcmdrPlugin.QCtools のものを利用した。他に必要な機能として、地理関連（世
界地図、日本地図、等高線図、透視図）、人口ピラミッド、ドットチャート（点グラフ、線グラフ、棒グ
ラフ）を加え、 1 つのパッケージにまとめ、Rコマンダーのプラグインとした。

19 データは兵庫県のホームページ（http://web.pref.hyogo.jp/ac08/ac08_ 1 _000000220.html）より取得
した。なお、100歳は100歳以上の人数を表す。また、不明者（20,677名）は含まず、総数 5 ,590,601よ
り不明者を除いた人数である。

図 1 　R コマンダーのグラフメニュー 図 2 　RcmdrPlugin.DAToolsforKids のメニュー
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　図 2 のメニューで「人口ピラミッド」を選ぶと、次のダイアログボックスが現れる。

　左に描く変数（ここでは男：大正 9 年）、右に描く変数（女：大正 9 年）、必要なら年齢の

変数（年齢）を指定し、図のタイトルを入力して（「兵庫県の人口ピラミッド￥n大正 9 年」、

￥n は改行を表す ）， OK をクリックすると、図 6 の人口ピラミッドが表示される。同様の

手順で異なる年の人口ピラミッドを描くことができ（図 7 ）、描いたグラフを比較すること

で高齢化の進行を観察することができる。

図 3 　兵庫県の人口のエクセルによる入力画面 図 4 　R 内での兵庫県の人口の表示

図 5 　人口ピラミッドのダイアログボックス

図 6 　兵庫県の大正 9 年の人口ピラミッド 図 7 　兵庫県の平成17年の人口ピラミッド
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　また、都道府県の市町村で区分した地図を作成する「日本地図」メニューを用いれば、高

齢化の状態を市町村別に見ることができる。ダイアログボックス（図 8 ）からパラメータを

指定するだけで、市町村別の老年人口比率の絵グラフを簡単に作成できる（図 9 ）。赤で濃

く表示されている市区町村部の老年人口比率が高い。なお、市区町村名を表示することもで

きる。

　以上、社会科に関連するデータでグラフを作成する事例を見たが、理科と関わるグラフを

作成することも可能である。国と国レベルのデータを関連づけて地図を作成する「世界地図」

メニューで、データを準備し20、ダイアログボックスで必要項目を指定し（図10）、生物的多

様性の状況を表した地図を表示することができる。図11は世界全体を対象にしているが、地

域を限定することもできる。アジアの状況を図12に、さらに表示をヒート（熱）からバブル

に変更すると図13を得る。

　「地形図」メニューを用いれば、地形のレベルプロット、等高線図やワイヤフレーム図を作

成できる。データ21を指定し、ダイアログボックス（図14）で適宜項目を指定すると、レベ

ルプロット（図15）、等高線図やワイヤフレーム図を作成することができる（図16）。

20 ここでは、R のパッケージ rworldmap にあるデータセット countryExData を利用する。これはエー
ル大学とコロンビア大学の調査による149カ国の2008年の環境評価指数（EPI: Environment Performance 
Index）関連データであり、元のデータは http://epi.yale.edu/ または http://sedac.ciesin.columbia.edu/
es/epi/ よりダウンロードできる。countryExDataには、Population2005（2005年の人口）、BIODIVERSITY
（生物学的多様性）、CO2IND_pt（炭素排出原単位）、WATQI_pt（水質）、AIR_E（大気汚染）等のデー
タが含まれている。

21 R のパッケージ datasets にあるデータ volcano から、ニュージーランドにある Maunga Whau（Mt. 
Eden）の地形データを利用している。

図 8 　日本地図のダイアログボックス 図 9 　兵庫県の老年人口比率の地図
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図 10　世界地図のダイアログボックス 図 11　世界の生物的多様性の地図

図 12　アジアの生物的多様性の地図（ヒート） 図 13　アジアの生物的多様性の地図（バブル）

図14　地形図のダイアログボックス 図15　データセット volcano のレベルプロット
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　紙面の都合より割愛するが、他にもヒストグラムや箱ひげ図などを簡単に、正確に描く機

能が装備されており、層別も容易に行うことができる22。

　RcmdrPlugin.DAToolsforKids は http://www.ec.kansai-u.ac.jp/t902375/toukei/ で入手

可能である。インストール方法も、Rや Rコマンダーの入手方法、インストール方法と併せ

て記載されている。内容は適宜、拡張されており、また拡張してほしい機能に関する希望を

書き込むメールフォームも準備されている。

4 ．これからの統計教育
　2011年春より、初等教育において新学習指導要領に基づく教育がスタートする。統計教育

の教科内容は質・量ともに拡充されたが、それが実を結ぶかどうかは今後の教育支援に係っ

ている。大学においても、大学生への教育はもちろんのことながら、初等・中等教育への支

援を今まで以上に行っていく必要がある。

　本稿では、オープンソースのデータ解析環境である Rを用いた統計教育用ソフトウェアに

ついて提言を行った。Rはオープン性は今後も大きな可能性を開くものと期待される。また、

データについても、すでに世界各国でさまざまなデータ提供が無償で行われているが、日本

も統計法の改正後、たとえばより詳細な官公庁データがオンラインで簡単に入手できるよう

になってきた（http://www.e-stat.go.jp）。これらのオープンデータを用いれば、よりいっ

そうの効果が上げられるものと期待される。

　ところで紙面の都合より触れることはできなかったが、統計教育を行っていく上では、問

題解決型の教材を活用することも有用と思われる。たとえば、統計的品質管理の分野では簡

単な教育用実験器具を用いた実験を通して統計的思考を身につける工夫が行われてきたが

（Goh and Lam （ 2010））、こうしたものを学校教育に適用しても効果がみられる（高橋

（2005）、橋本他（2007、2010a））。このような実験器具は、その内容を工夫し、進め方のマ

ニュアルを準備すれば、社会人や大学生のみならず、生徒を対象とする学習にも効果を上げ

22　これらの機能は、たとえばエクセルでは装備されていないか、可能であっても煩雑な操作が必要である。

図16　データセット volcano の等高線図（左）とワイヤフレーム図（右）
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ると思われる23。たとえば品質管理学会関西支部品質管理教育共催開発研究会では、ゴルフの

パッティングを模した統計教育器具を作成24した（橋本他（2010a、2010b））。利用するソフ

トウェアとともに、これを用いた教育実践の事例については、稿を改めて紹介したい。
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